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前提

• 九州大学学術情報リポジトリ（QIR）と大学評
価情報システムの連携が実現

• 教授会において説明の場が与えられた

• 配布資料：パンフレット



大学評価情報システム

• 大学の運営方針・将来計画策定のための基礎情報

• 入力率が95％を超える

• 入力項目が多く、教員の負担大

• 入力項目の一部を「研究者情報データベース」として

一般公開
http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/search/index.html

• アクセス件数 月80,000件超

http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/search/index.html
http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/search/index.html
http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/search/index.html
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大丈夫。
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附属図書館電子化係

担当 日高・星子・堀


